
                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動概要と成果 

2019/9/16～2019/11/3 @The Essential English Center 

平日 5 時間 週 5 計２5 時間 8 週間通う。国籍や年齢もバラバラなクラスの中で、

文法やスピーキングの授業を受けることで、英語力を伸ばした。授業で最も印象的だった

出来事として、自分の国の政策についてディスカッションするという内容だった。スイス

から来ていた高校生が国の政策のいい点、悪い点を述べていたことに大変驚いた。日本人

の政治や環境問題に対する意識の低さをすごく感じた出来事だった。また、週末を利用し

てストーク・オン・トレントやコペンハーゲンを訪れたが、どちらも世界的な陶磁器の産

地であるが受けた印象は全く違った。ストーク・オン・トレントは、観光客も少なかった

のに対し、コペンハーゲンは観光客が多く、老若男女から愛されている印象だった。この

理由を探るために。コペンハーゲンにある日本の陶磁器を取り扱っている店を訪れたと

ころ、北欧には物を大切にする文化があり、だからこそ日本の陶磁器が受け入れられたの

ではないかということが分かった。これから日本においても陶磁器が使われていくため

には、陶磁器やそれにかかわる技術を文化として伝えていく必要があると感じた。 

 

2019/11/4～２020/1/17@ブルゴーニュ大学 

平日の 9 時から 17 時まで研究室に通った。内容としては、論文を読んだり、先輩の実

験のサポートをすることが主だった。日常会話としての英語はできたものの、専門英語に

はとても苦労した。研究室に通う中で印象的だった出来事は、研究とプライベートがきっ

ちり分かれていることです。私たちの研究室は毎日2回コーヒーブレイクの時間があり、

その時間になると実験の手を止め、コーヒーや紅茶を飲みながら、たわいもない話をする

というものでした。また、教授も生徒も 17時には完全帰宅したり、クリスマス休暇がし
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っかりあるなど、どれも日本の研究室では考えられないものでした。このような仕事とプ

ライベートを分ける考え方を日本でもっと取り入れることができれば、ストレスを抱え

る人が減るのではないかと感じた。 

 

日本発信プロジェクト活動概要と成果 

 〇日本食パーティーの実施 

－実行したこと 

日本食パーティーの開催 フランス語を勉強している日本人と日本に興味を持ってい

るフランス人が参加できるサークルづくり 

－成果・気づいたこと 

   参加してくれた人たちからすごく感謝された。日本の文化は世界中で愛されており、

特に 20 代のアニメ人気が凄かった。日本の文化や考え方に興味を持っている人がと

ても多く、発信することが大切になってくると感じました。 

 

留学中及び帰国後の活動を通じて最も成長した経験とそこから学んだこと 

ディジョンで行われた学会で、3日間コート掛けのボランティアとして働きました。その

中で、最も印象的だったのは働いているときの仲間とお客さんの様子です。フランス人の

中に一人だけ日本人の私が参加していたのですが、フランス人の友達は携帯を触ったり

会話をしながら楽しそうに仕事をしており、それに対してお客さんも笑顔で接していま

した。このような様子は日本では考えられないと感じると同時に私たち日本人がストレ

スを多く感じてしまうわけが分かった気がしました。日本人は真面目できちんと仕事を

する一方で、日本人は仕事に対して求めるレベルが高く、それがゆえにストレスになって

いると強く感じました。そのため、私は、自分の興味があることをとことん突き詰め、人

生を楽しみながら過ごしたいと感じるようになりました。 

 

事前・事後インターンシップの活動を通じて最も成長した経験とそこから学んだこと 

私は、有田で約 1 か月のインターンシップを行う中で有田焼という日本の伝統を守るた

めに奮闘しているひとを見ていく中で、佐賀県そして有田焼に貢献したいと思うように

なりました。職人と呼ばれる人たちは自分の仕事に誇りを持っており、有田焼の良さを広

げようと新たなことにチャレンジしている人たちが多くいました。また、多くの人から必

要とされ、やりがいを持って働くことができる仕事をしたいと思うようになりました。 



 

トビタテで得た経験を踏まえ、今後どのように地域貢献をするか 

来年から佐賀県の web広告の企業の就職予定です。そこでマーケティングに関する知識

を得て、web 広告を通じて佐賀県の企業の魅力を発信していきたいと思います。将来的

には、得た知識を活かして佐賀県の特産品を海外で売っていきたいと考えています。また、

留学を得た知識や経験を多くの人に伝えることで、その人の人生に少しでも影響を与え

ることができたらいいなと思います。 

 

あなたにとっての留学の価値 

私にとって留学の価値とは、挑戦する勇気が出たことです。今までは、挑戦したことはあ

ってもなかなか挑戦できずにいました。今回の留学経験を通じて、何事にも挑戦していく

ことで自分中で挑戦することへのハードルが下がりました。また、海外の方は、仕事とプ

ライベートを完全に分けて考えており、楽しみながら生活を送っている様子を体感した

ことで、自分が本当にやりたいことについて考えるようになり、後悔のない選択をするこ

とで、人生を楽しむようにしようと考えるようになりました。 


